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★コミュニティバスの変更点★
①運行路線が変わります。
　�沖町方面（沖バス停付近）と牧場方面（カー

サポートＯＧ前、明和神社前、明和集会所前、

古平牧場前）にはコミュニティバスは走り

ません。

②運行便数と運行時刻が変わります。
　�利用者の少ない便を縮小して効率化を図る

ため運行便数が11便→７便になります。

　運行時刻は左の時刻表をご覧ください。

コミュニティバス と
乗合タクシー の
実証試験運行 が始まります‼

コミュニティバス
運賃無料

予約して乗る乗合タクシー
片道200円

令和４年12月１日（木）～
� 令和５年１月31日（火）

※�これまで通り、日曜日、祝日、振替休日は運休
です。(スクール便は土曜日も運休です。)

※�12月31日（土）～翌年１月５日（木）までの年末
年始は運休となります。

　乗合タクシーは、事前に電話で予約をして、自宅と目的地、

目的地から自宅までを一般的なバスと同様に複数の方と乗り

合いで利用する新しい交通体系です。

乗合タクシーの
使い方

いつまでに予約すれば良いの？
利用予定日の前日の17時30分までに

予約してください。

注意　
自宅から目的地までの往路便、目的

地から自宅までの復路便どちらも予

約が必要です。

目的地はどこでも良いの？
目的地は、自宅または下記の場所に

限り乗り降りが可能です。

乗合タクシーで乗り降りできる場所

地区名 施設名 地区名 施設名

東
部
地
区

古平町複合施設
西
部
地
区

新地町バス停前

浜町バス停前 温泉前

ニコット前 幼児センター前

海のまちクリニック前

※ 詳しくは、11月11日（金）に配布
したチラシをご覧ください。

◇お問い合わせ先

　企画課企画防災係

　☎0135-48-9836（内線222、223）
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小学生と高校生が合同で学ぶ
古平小学校３年生×小樽水産高校

小樽水産高校古平栽培漁業実習場で古平小学校３年
生と小樽水産高校生徒が合同で「シロサケの人工授精
体験」の授業を行いました。
小樽水産高校は将来水産に係る人材の育成や小樽水
産高校を知ってもらうことを目的とした地域連携事業
として古平町の小中学校と合同で海浜清掃や放流事業
等を毎年行っています。

10/20

正しい知識で支援を
認知症サポーター養成講座

一般社団法人ふるびら和み代表理事本間利和子さん
を講師に招き、認知症サポーター養成講座が開催され、
24名が参加しました。
認知症の人やその家族の支援を行う人を認知症サポ
ーターと呼びます。
講座では、認知症とは何かを正しく理解し、適切な
支援方法等について学んでいました。

10/26

池田三千代さん社会貢献賞受賞
北海道社会貢献賞表彰式

30年以上にわたり各種統計調査の統計調査員に従
事された池田三千代さんが北海道社会貢献賞（統計功
労）を受賞されました。
札幌市で開催された北海道社会貢献賞（統計功労）
の表彰式の席上、浦本副知事から表彰状が伝達されま
した。

10/27

給食に「ぜんざい」が登場
道産砂糖・小豆販売促進対策事業

小学校と中学校の給食で北海道産の作物を原料とし
た砂糖や小豆を使った「ぜんざい」が登場しました。
この「ぜんざい」は、販売環境が厳しい道産砂糖・
小豆の販売促進対策としてホクレン農業協同組合連合
会から無償で小中学校に提供されました。
ぜんざいを食べたことがない子も沢山いましたが、
いざ食べてみると「美味しい！」と喜んでいる様子も
見られました。

10/28
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３年ぶりの開催で会場賑わう
第55回古平町文化祭発表会・第48回文化祭作品展示会

複合施設大ホールで文化祭発表会（文化団体連絡協
議会主催）が行われ、７団体が日頃の練習の成果を披
露しました。
開会式は吉野浩次会長が、「出演者は喜んでもらう
ため練習を重ねてきました。ゆっくりご観覧くださ
い。」と挨拶をして始まりました。
発表は『小樽しりべし岳風会余市支部古平吟友会』
の３人の合吟から始まり、古平の伝統文化の『たらつ
り節踊り』、流れるような動きで太鼓と笛、歌に合わ
せ踊る『正調越後盆踊り』、『峰香会』や『花柳美乃多
希会』による表現力豊かな舞踊、『ふるびら軽音楽部』
や『Ｆ.Ｒ.Ｏ』の迫力ある演奏など多種に渡る発表で
会場は盛り上がっていました。
発表会の中ごろには、多年に亘り書道の振興に寄与
された佐々木淳さんと渡邊一枝さんに吉野会長から表
彰状等が手渡されました。
10月27日～30日の期間には、文化祭作品展示会が
複合施設大ホールで行われました。
作品は絵画や手芸、一昔前に使われていた生活用品
など幅広い分野のものがあり、訪れた人を楽しませて
いました。

11/3

田岸さんと平尾さんが受賞！
令和４年度　古平町体育連盟表彰式

複合施設多目的室で体育連盟表彰式が行われ、古平
中学校３年生の田岸由羽さんがスポーツ奨励賞、古平
中学校２年生の平尾歩睦さんがスポーツ賞を受賞しま
した。
表彰式では、髙野俊和会長から表彰状と盾が手渡さ
れました。
田岸由羽さんは「後志中学校バドミントン大会男子
シングルス３位」、平尾歩睦さんは「後志中学校水泳大
会背泳ぎ100ｍ１位」という優秀な成績を収めました。

11/4

劇や歌を堂々と発表
幼児センター生活発表会

幼児センターで生活発表会が行われ、園児達は保護
者の前で練習してきた劇や歌などを披露しました。つ
き組は劇「おむすびころりん」、ほし組は表現「おべ
んとうバス」、にじ組は劇「どうぞのいす」、たいよう
組は劇「こころのたからばこ」や歌「たいせつなたか
らもの」などを発表していました。
どれも一生懸命練習したのが伝わってくるとても素
晴らしいものでした。

11/5
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お問い合わせ先
町民課社会福祉係　

☎０１３５－４８－９８３８（内線１２８）

給付金についての
お知らせ 

　国は、昨今の電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特
に家計への影響が大きい低所得者世帯に対し、給付金を支給することを決定
しました。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
対象世帯に５万円

❖�令和４年９月30日時点で住民登録のある市区町村から「確認書」が
送付されます。

❖�対象は、世帯全員の令和４年度分の市町村民税均等割が非課税の世帯
です。

　（税法上、課税者から扶養されている方は対象になりません。）

町で把握している対象者には、既に「確認書」を送付
しております。

支給開始は12月中旬からを予定しています。
対象となる方で、町から確認書が届いていない方は、下記までご連絡ください。
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令和4年度　
古平町灯油等購入助成事業（福祉灯油）

　町では、冬季間の経済的な負担を軽減するため、灯油等購入費用を助成します。

　例年実施している低所得の高齢者世帯等に加え、今年度は燃料費のみならず物価全体が高騰している

ことから、一定の条件を満たす世帯全てに助成を行います。

① 灯油等購入費用助成事業（下記条件を満たす全世帯）

助成対象世帯

以下の全ての条件を満たす世帯

①令和４年11月１日現在、古平町の住民基本台帳に登録されている方

②町税、各種使用料等を滞納していない世帯

③他の世帯と同居していない世帯

④冬期間町外に滞在していない世帯

⑤福祉施設に入所していない世帯

⑥長期入院していない世帯

⑦生活保護を受けていない世帯

助成額 １世帯　現金10,000円

申請期間 令和４年11月25日（金）～令和５年１月10日（火）

申請方法 広報に折込みの「申請書」を町民課社会福祉係窓口へ提出

支給方法 指定された口座に振り込みます。

支給時期 12月中旬から

② 低所得の高齢者（65歳以上）・ひとり親世帯福祉灯油事業

助成対象世帯

以下の全ての条件を満たす世帯

①令和４年11月１日現在、古平町の住民基本台帳に登録されている方

②令和４年度の町民税所得割が非課税の方

　（均等割のみの方は対象です。）

③町税、各種使用料等を滞納していない世帯

④課税世帯と同居していない世帯

⑤課税者に扶養されていない世帯

⑥冬期間町外に滞在していない世帯

⑦福祉施設に入所していない世帯

⑧長期入院していない世帯

⑨生活保護を受けていない世帯

助成額 １世帯　10,000円分の灯油券

申請期間 令和４年11月25日（金）～令和５年１月10日（火）

申請方法 広報に折込みの「申請書」を町民課社会福祉係窓口へ提出

支給方法 郵送による

支給時期 12月中旬から

お問い合わせ先
町民課社会福祉係　

☎０１３５－４８－９８３８（内線１２８）
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
概
要

　

文
部
科
学
省
は
、
義
務
教
育
の

機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持

向
上
を
目
的
と
し
て
、
４
月
19

日
（
火
）
に
全
国
の
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
令
和

４
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
国
語
と
算
数
・
数
学

及
び
理
科
で
行
わ
れ
た
教
科
に
関

す
る
調
査
の
ほ
か
、
学
習
意
欲
、

学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の

諸
側
面
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

が
行
わ
れ
、
古
平
町
で
は
小
学
校

６
年
生
15
名
と
中
学
３
年
生
14
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
全
道
・
全
国
と
比
較

し
た
本
町
の
状
況
や
課
題
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
学
校
６
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
の
平
均
正
答
率
は
全
道
を

や
や
上
回
り
、
全
国
と
は
同
程
度

で
し
た
。

　

領
域
別
で
見
る
と
「
言
葉
の
特

徴
や
使
い
方
」
が
全
道
・
全
国
平

均
を
や
や
上
回
り
、
「
我
が
国
の

言
語
文
化
」
は
全
道
・
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
が
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ

と
」
に
つ
い
て
は
全
道
・
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

算
数
の
平
均
正
答
率
は
全
道
、

全
国
を
や
や
上
回
り
ま
し
た
。

　

領
域
別
で
も
す
べ
て
の
領
域
で

全
道
・
全
国
平
均
を
や
や
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

理
科
の
平
均
正
答
率
は
全
道
・

全
国
を
や
や
上
回
り
ま
し
た
。

　

領
域
別
で
見
る
と
「
生
命
」
を

柱
と
す
る
領
域
が
全
国
平
均
を
や

や
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の

領
域
で
は
全
道
・
全
国
平
均
を
や

や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
が
学
び
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
学
習
環
境
を
整
え
、
基

礎
基
本
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、

苦
手
分
野
を
克
服
す
る
た
め
児
童

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
の
充

実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授

業
の
推
進
、「
放
課
後
学
習
」、「
ふ

る
び
ら
塾
」
に
よ
る
学
習
支
援
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
３
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
の
平
均
正
答
率
は
全
道
及

び
全
国
の
平
均
正
答
率
を
大
き
く

下
回
り
ま
し
た
。

　

領
域
別
で
見
る
と
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の

平
均
正
答
率
は
全
道
・
全
国
平
均

を
や
や
上
回
り
ま
し
た
が
、「
読
む

こ
と
」
に
つ
い
て
は
全
道
・
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

数
学
の
平
均
正
答
率
は
全
道
・

全
国
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

領
域
別
で
見
る
と
「
デ
ー
タ
の

活
用
」
で
全
道
・
全
国
平
均
を
や

や
上
回
り
ま
し
た
が
、
「
数
と
式
」、

「
関
数
」
が
全
道
・
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

理
科
の
平
均
正
答
率
は
全
道
・

全
国
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　

領
域
別
で
見
る
と
、
す
べ
て
の

領
域
で
全
道
・
全
国
平
均
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
習
熟
度
別
の
授
業
や
放
課
後

学
習
な
ど
を
さ
ら
に
推
進
し
、
苦

手
分
野
の
克
服
に
努
め
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
最
大
限
に
活

用
し
授
業
の
活
性
化
や
学
習
へ
の

意
欲
を
高
め
る
取
組
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
紙
調
査
の
結
果
と
取
り
組
み

◆
学
習
時
間
の
確
保
を
！

　

平
日
に
家
庭
で
２
時
間
以
上

勉
強
す
る
と
答
え
た
児
童
は
13
．

３
％
（
全
道
17
．
６
％
全
国
25
．

１
％
）
、
生
徒
は
０
％
（
全
道
29
．

２
％
全
国
35
．
２
％
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
日
の
学
習
時
間
が
全
道
・
全

国
と
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

特
に
中
学
生
に
つ
い
て
は
受
験
を

見
据
え
、
十
分
な
家
庭
学
習
の
時

間
が
確
保
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。

◆�

動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
時
間
を

決
め
よ
う
！

　

平
日
に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
視
聴

す
る
時
間
に
つ
い
て
１
日
４
時
間

以
上
（
勉
強
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
を

除
く
）
す
る
と
答
え
た
児
童
は

33
．
３
％
（
全
道
14
．
６
％
全
国

10
．
９
％
）、
生
徒
は
57
．
１
％（
全

道
19
．
８
％
全
国
15
．
６
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
が
、
学
習
時
間
が
少

な
い
こ
と
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
時
間
画
面
を
見
続
け

る
こ
と
は
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
視

力
の
低
下
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で

な
く
、
集
中
力
の
欠
如
を
招
く
と

い
う
海
外
の
研
究
結
果
も
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
や
教
育
委
員
会
で

は
、
各
家
庭
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
利
用
の
ル
ー

ル
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
‼

教科に関する調査（平均正答率の比較） （単位：％）

小学校 中学校

区分 全道
平均 古平 全国

平均 古平 区分 全道
平均 古平 全国

平均 古平

国語 64 65.6 国語 69 69.0

算数 61 63.2 数学 49 51.4

理科 63 63.3 理科 49 49.3

 記号  ポイント差

	同程度（±１ポイント未満）

	 １～４ポイント上回っている

	 　		（	 	は下回っている）

     ５～８ポイント上回っている

	 　　　  	（	
 
	は下回っている）

　　　　　　　　　　　

 
９ポイント以上上回っている

	 　  	（　 　は下回っている）

[

[

矢
印
の
意
味
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すこやかふるびら

１日(木)13：00～15：00
　こころの健康相談
� 倶知安保健所余市支所
※３日前までにご予約ください
℡0136-23-1957(倶知安保健所)

７日【水】９：30～11：00
　西部お達者クラブ
� 西部集会所

13日【火】13：00～14：00
　健康相談
� ふるびら温泉

21日【水】９：30～11：00
　沖・浜町お達者クラブ
� 複合施設　かなえーる

けんこう
カレンダー
12月

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
冬
を
元
気
に
過

ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん

　
こ
の
時
期
は
、
皮
膚
が
大
人
よ
り

も
薄
い
の
で
保
湿
力
が
弱
く
皮
膚
の

バ
リ
ア
機
能
が
未
熟
で
す
。
ま
た
、

活
発
に
動
き
回
る
の
で
、
汗
を
か
き

や
す
く
、
大
人
よ
り
一
枚
薄
着
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
童
期
の
お
子
さ
ん

　
こ
の
時
期
は
自
分
の
身
の
回
り
の

こ
と
が
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

行
動
範
囲
も
大
き
く
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
子
ど
も
同
士
で
出
か
け
る
こ
と
も

増
え
る
た
め
、
交
通
事
故
や
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
の
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
規
則
正
し
い
生
活
、
十

分
な
睡
眠
に
は
脳
を
育
て
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
中
、
運
動
や

勉
強
で
活
発
に
動
き
、
ぐ
っ
す
り
と

眠
る
習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
青
年
期
か
ら

中
年
期
の
皆
さ
ん
　

　
普
段
の
仕
事
に
加
え
て
雪
か
き
が

あ
り
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
無

理
は
せ
ず
、
適
度
な
休
息
と
気
分
転

換
を
図
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
40
歳
を
過
ぎ
る
と
体
の
代
謝
が
低

下
し
て
き
ま
す
。
食
事
と
運
動
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
期
の
皆
さ
ん

　
雪
が
積
も
る
と
、
外
出
す
る
の
も

億
劫
に
な
り
ま
す
。
活
動
量
が
少
な

く
な
る
と
、
筋
力
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。
高
齢
者
の
転
倒
は
室
内
で

一
番
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
室
内

で
も
で
き
る
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
天
気
の
良
い
と
き
は
、
安

全
な
靴
を
履
い
て
外
を
散
歩
す
る
な

ど
、
運
動
を
心
掛
け
、
転
ば
な
い
体

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
年
代
の
皆
さ
ん

　
冬
は
、
気
温
が
下
が
り
、
空
気
が

乾
燥
す
る
た
め
、
感
染
症
が
流
行
し

ま
す
。

　
引
き
続
き
感
染
予
防
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
予
防
接
種
は
感
染
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
１
３
５
―
４
８
―
９
８
３
９

 

（
内
線
１
３
３
・
１
３
４
）
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本の海より ～“図書館”の本～

　図書館をテーマにした本は数多く出版されていますが、その中から当館所蔵のおすすめ本をいくつかご

紹介します。

古平町図書館　複合施設「かなえーる」２階
開 館 日：火～日　10：00～18：00、祝日　10：00～17：00
閉 館 日：月、年末年始（12月31日～翌年１月５日）、蔵書点検期間
貸出期間：２週間　　貸出冊数：１人15冊まで （図書と雑誌を合わせて）

『戦場の希望の図書館』� デルフィーヌ・ミヌーイ　著

　2015年のシリア。軍に包囲され、隣人が犠牲となる極限の状況下、若者たち
は瓦礫から本を取り出し地下に「秘密の図書館」を作りました。
　戦場の中で、図書館に安らぎを、本に救いを見出した人々を描いた実話です。 

日 時　12月17日（土）11：00～

場 所　古平町図書館　視聴覚室（複合施設「かなえーる」２階）

１２月のおはなし会

『としょかんライオン』
� ミシェル・ヌードセン　作　　　ケビン・ホークス　絵

　図書館は、だれでも利用できる場所です。そしてそれは、ライオンも例外で
はなく…。
　ある街の図書館を舞台にしたお話です。

『夜明けの図書館①～④』� 埜納タオ　著

　市立図書館で働く新米司書・ひなこ。
　「ある写真を探している」「光る影の正体を知りたい」などの利用者の疑問に対
し、適切な資料を紹介するのも司書の仕事です。難しい質問でも疑問に答える
ために働く、図書館の舞台裏を描く漫画です。

『病院図書館の青と空』� 令丈ヒロ子　著

　小学５年生の空花が入院した病院には、患者向けの図書館がありました。空
花はそこで本の中に引っ張り込まれ、アオと名乗る少女に出会います。空花とア
オの本の中での出会いの物語です。
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余市警察署だより

１．飲酒運転の根絶

飲酒運転は悪質な犯罪

　飲酒は安全運転に必要な情報処理能力、注意

力、判断能力を低下させ、運転に大きな影響を

及ぼし、重大事故に繋がる危険性を高めます。

　皆さん一人一人が｢飲酒運転をしない、させ

ない、許さない、見逃さない｣ことを強く意識

しましょう。

飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象

　飲酒運転は、運転者だけではなく、運転者以

外の人にも車を運転する恐れのある人にお酒を

提供したり、お酒を飲んでいる人に車を提供し

たり、飲酒運転の車に同乗した場合は、飲酒運

転と同様に処罰の対象になります。

飲酒運転情報の提供

　悪質な飲酒運転を根絶するため、「飲酒運転

ゼロボックス」によるタイムリーな飲酒運転の

情報提供等を受け付けています。

２．詐欺電話シャットアウトセミナー
� 開催のお知らせ
日　　時：12月15日（木）午後３時から約１時間

場　　所：余市警察署３階大会議室

参加方法：参加費無料

　　　　　�人数制限がありますので、事前に電話

等で予約をお願いします。

そ�の�他：�町内会などに出向いて開催する「出張

セミナー」も行いますので、ご相談く

ださい。

◇お申し込み先

　余市警察署生活安全係　

　☎0135-22-0110（内線261、262）

12 月の休日当番病院
〇当番病院（午前９時～午後５時）

日 医院名 電話番号

４日（日）森内科胃腸科医院 0135-32-3455

11日（日）小嶋内科 0135-22-2245

18日（日）よいち整形外科クリニック 0135-48-5000

25日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 0135-21-5566

31日（土）わたなべ内科医院 0135-22-3989

※�余市協会病院には、常時日直の医師がおり急患に
限り診療します。

〇夜間救急病院（※急患に限り診療します。）

医院名 電話番号 診療時間

余市協会病院 0135-23-3126 午後６時～翌日７時

※診療科目　内科、小児科、外科、整形外科

東京古平会からのお知らせ
東京古平会中止のお知らせ

　２年間中止となっていた「東京古平会」を、今

年は11月19日に開催すべく準備しておりました。

　しかし、コロナ禍は収束に向かっているとはい

え、まだパーティー形式での会合は尚早との判断

から、今年の「東京古平会」は中止となりました。

　来年は、例年の11月開催に拘らず、コロナ収束

状況を睨みながら早い時期での開催を企画します

ので、決まりましたら皆様にご案内申し上げます。

◇お問い合わせ先

　総務課総務係

　☎0135-48-9835（内線212、213）

小樽年金事務所からのお知らせ
11（いい）月30（みらい）日は
� 「年金の日」です！

　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未

来の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつ

でもご自身の年金記録を確認できたり、将来の年

金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に

様々なパターンの試算をすることもできます。

　「ねんきんネット」は、日本年金機構のホーム

ページでご確認いただくか、下記までお問い合わ

せください。

◇お問い合わせ先

　小樽年金事務所　

　☎0134-65-5002

　自衛官候補生（男子・女子）、陸上自衛隊

高等工科学校生徒（一般）を募集します。

　また、当事務所では、新型コロナウイルス

感染予防対策を万全にして随時説明会を行っ

ています。

※自衛官候補生及び一般曹候補生の採用年齢

は18歳以上33歳未満です。

◇お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所

　☎0134-22-5521

各種自衛官等を募集します
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余市税務署からのお知らせ
インボイス制度説明会のご案内

・令和５年10月１日から始まる消費税の仕入税額控除の方式です。

・�インボイス制度では、買手は消費税の仕入税額控除のために、原則として、売手が交付するインボイ

スを保存する必要があります。

・売手がインボイスを交付するには、登録申請手続が必要です。

・�国税庁では、オンライン説明会を開催しているほか、事業者の方が、説明会の模様をいつでもご覧に

なれるようYouTube動画を掲載しています。

　インボイス制度の概要や仕組みを知りたい方向けの説明会です。

つ
ゆ
草
は
雑
草
の
中
小
さ
き
青
か
わ
い
く
見
え
て
抜
く
て
止
ま
り
ぬ�

大　
谷　
マ
サ
イ

息
子
の
居
間
に
赤
む
ら
さ
き
の
ら
ん
咲
き
て
際
立
つ
色
に
癒
さ
れ
て
ゆ
く�

坂　
本　
信　
子

叔
母
さ
ん
と
二
人
で
地
域
食
堂
へ
来
る
短う

た歌
友と
も
の
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ�

斎　
藤　
睦　
子

夜
明
け
ま
え
波
間
鮮
や
か
赤
。
緑
サ
ケ
釣
る
人
の
浮
の
光
れ
り�

佐
々
木　
と
も
子

木
々
の
葉
も
風
の
強
さ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
色
の
濃
淡
合
わ
せ
て
な
び
く�

田　
中　
香　
苗

物
価
高
あ
れ
も
こ
れ
も
と
特
売
を
ね
ら
い
節
約
年
金
ぐ
ら
し�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

幾
つ
も
の
薬
を
飲
ん
で
冬
に
入
る

ど
ん
よ
り
と
し
た
る
雲
来
て
冬
近
し

頑
な
風
に
も
負
け
ぬ
落
葉
か
な

�

吉　
田　
金　
治

照
り
曇
り
く
り
返
し
つ
つ
冬
に
入
る

一
枚
の
枯
葉
を
さ
そ
ふ
風
の
音

風
に
舞
ふ
艶
の
残
り
し
枯
葉
か
な

�

室　
谷　
弘　
子

立
冬
の
風
の
哭
き
た
る
岬
か
な

風
音
の
不
協
和
音
や
冬
に
入
る

昨
日
よ
り
動
か
ぬ
雲
や
今
朝
の
冬

�

渡　
辺　
嘉　
之

枯
山
に
日
本
海
の
風
抜
け
し

荒
縄
を
腰
に
く
く
り
て
冬
支
度

ま
だ
彩
の
残
る
紅
葉
の
散
り
初
め
し

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

インボイス説明会にご参加いただく方へ

〇�説明会は事前申込制です。参加希望の方は、

問合せ先へ電話により事前の申込をお願い

します。

〇�新型コロナウイルス感染症等の拡大状況に

よっては、延期若しくは中止となる場合が

あります。

�　�なお、延期等となる場合は、お申込みいただ

いた連絡先へ電話により連絡させていただき

ます。
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11月に満１歳になる子どもを紹介します。

おめでとう　はじめてのバースデー

本ほ
ん

間ま

　
結ゆ

凪な

ち
ゃ
ん

保
護
者
　
本
間
聖
悟
さ
ん

（
入
船
町
）   

　
ま
ゆ
さ
ん

コ
メ
ン
ト

食
べ
る
の
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で

す
！

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

八は
っ

反た
ん

田だ

美よ
し

子こ

さ
ん 

89
歳 

10
・
5 

あ
け
ぼ
の

佐さ

さ々

木き

ヱえ

ツつ

さ
ん 

90
歳 

10
・
10 

旭
　
町

小こ
だ
い
ら平

奈な

津つ

枝え

さ
ん 

76
歳 

10
・
11 

清
　
住

宮み
や

森も
り

　
　
敏と

し
さ
ん 

84
歳 

10
・
5 

銀
　
座

江え

利り

山や
ま

ツつ

ルる

さ
ん 

93
歳 

10
・
25 

浜
　
三

梅う
め

田だ

ノの

リり

子こ

さ
ん 

87
歳 

10
・
13 

丸
山
町

佐さ

藤と
う

　
　
忠

あ
つ
し

さ
ん 

85
歳 

11
・
6 

本
　
町

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�2,727人　�（－19）

　男� 1,280人　�（－３）

　女� 1,447人　�（－16）

世帯数�1,653世帯�（－12）

上記のうち

外国人� 45人　�（�0�）

　男� 9人　�（�0�）

　女� 36人　�（�0�）

令和４年10月末日現在
住民基本台帳人口

令和５年
　「二十歳を祝う会」開催のお知らせ

　古平町では、令和４年４月１日から民法の規定による成年となる年齢が20歳から18歳に引き

下げられたことを受け、毎年開催していた「成人式」の名称を「二十歳を祝う会」に変更して、

これまでどおり『式を開催する年度に20歳を迎える方』を対象に実施いたします。

○日程　令和５年１月８日（日）　

○時間　午後２時から

○場所　古平町複合施設「かなえーる」１階大ホール

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては変更になる場合があります。

　対象は、平成14年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方です。

　古平町に住所のある方に教育委員会よりご案内いたしますが、住所がない方でも古平町出

身者等であれば出席できますので、事前に下記お問い合わせ先までご連絡ください。

晴れて二十歳を迎えられる方
　❖金子　佳剛　❖上口　　麗　❖木村　洸優　❖茂野珠己仁　❖末政　由菜　❖田口　　澪

　❖中村　水音　❖西内　郁斗　❖堀　菜結花　❖八幡　花里　❖渡部　啓斗� ※敬称略

　　※掲載しているのは、令和４年10月５日現在、古平町に住所を有する方です。

◇お問い合わせ先　　古平町教育委員会生涯学習係　　☎４２-２５９０（内線１４４・１４５）
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